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Ｐ２３２ ひろがる数学 最大公約数と最小公倍数

ひろげよう 「ひろげようを読んでください。」

２４の約数・・・・１，２，３，４，６，８，１２， ２４

３２の約数・・・・１，２， ４， ８， １６， ３２

２４と３２の公約数は１，２，４，８で最大公約数は８です。

２つ以上の自然数に共通する約数を公約数といい、その中で最大のものを最大公約数と

いいます。

また、２つ以上の自然数に共通する倍数を公倍数といい、その中で最小のものを最小公

倍数といいます。

８の倍数・・・・・８， １６，２４，３２， ４０，４８，５６， ６４，７２

１２の倍数・・・・ １２， ２４， ３６， ４８， ６０， ７２

８と１２の公倍数は２４，４８，７２，・・・で最小公倍数は２４です。

（１）

６０の約数・・・１，２，３，４，５，６，１０，１２，１５，２０，３０，６０

７２の約数・・・１，２，３，４，６，８，９，１２，１８，２４，３６，７２

６０と７２の最大公約数は１２

６０の倍数・・・６０，１２０，１８０，２４０，３００，３６０，４２０，・・

７２の倍数・・・７２，１４４，２１６，２８８，３６０，・・・・

６０と７２の最小公倍数は３６０

□素因数分解を利用した求め方
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２）６０ ７２

２）３０ ３６

３）１５ １８

５ ６

最大公約数 ２×２×３＝１２

最小公倍数 ２×２×３×５×６＝３６０

（２） ２）２４０ ２５２

２）１２０ １２６

３） ６０ ６３

２０ ２１

最大公約数 ２×２×３＝１２

最小公倍数 ２×２×３×２０×２１＝５０４０

３つの自然数４８，３６，９０の最大公約数と最小公倍数は次のようにして求められます。

２）４８ ３６ ９０

３）２４ １８ ４５

２） ８ ６ １５

３） ４ ３ １５

４ １ ５

最大公約数 ２×３＝６

最小公倍数 ２×３×２×３×４×５＝４２０

（３） ３）６０ ４５ ３０

５）２０ １５ １０

２） ４ ３ ２

２ ３ １

最大公約数 ３×５＝１５

最小公倍数 ３×５×２×２×３＝１８０
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２数ａ，ｂの最大公約数をＧ，最小公倍数をＬとすると、

ａ＝ｃＧ

ｂ＝ｄＧ ｃとｄは互いに素

Ｌ＝ｃｄＧ

ａｂ＝ｃＧ×ｄＧ＝ｃｄＧ２

ＧＬ＝ｃｄＧ×Ｇ＝ｃｄＧ２

よってａｂ＝ＧＬ


